
１２５ 昭和時代 太平洋戦争へ 

          
＜ 第二次近衛 内閣＞の内政 

 

   国民精神総動員運動  近衛が呼びかけ 

 

 

 

 

1940 配給制･切符制  

 

1940 近衛の一国一党作り(新体制運動)を  

 見て立憲政友会、民政党が自主解散。 

 

近衛の新体制運動の影響 

→1940 大政翼賛会   

 政党ではありません！総理大臣を総裁、 

 支部長を道府県知事、町内会、隣組を末端 

 組織とする上意下達機関となった。 

1940 大日本産業報国会   

 すべての労働組合を解散して結成。 

1940 国民服令 男…国民服 女…もんぺ(割ぽう着) 

 

 

 

 

 

 

国民はなぜ戦争を支持したか。 

 戦争は国民が渇望した平等を実現した。 

 財閥のお嬢様ももんぺ(外出時)だし、 

 お金があっても配給制だから買えない。 

 

1940.11 元老西園寺死去。元老不在に。 

→首相奏薦の任は 木戸幸一内大臣  に。 

 

新体制運動の教育への影響 

→1941.3 国民学校令   

＜ 第三次近衛 内閣＞   

 南に石油 

 

 ･対米強硬論の松岡洋右 外務大臣を 

 外して成立した新内閣。 

 

1941 ドイツ快進撃、仏印･蘭印がら空き 

 

1941.7 南部仏印進駐    

   南方資源 が目的です！ 

  →米国、  対日石油禁輸   

       在米資産凍結  で対抗 

 

  

 英蘭中も同調、ABCD包囲陣で圧迫。 

 

 

1941.9 帝国国策遂行要領     決定 

    御前会議 で決定。日米交渉が 

   10月上旬までにまとまらなければ 

   日米開戦を決定。 

   交渉継続主張… 近衛 総理大臣 

   交渉打切主張… 東条 陸軍大臣 

   

  10月上旬を過ぎた 10月 16日、内閣総辞職。 

 

 

 


